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緑
の
ふ
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協
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隊
　
堀
井
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こ
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　「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」と
し
て

着
任
し
た
堀
井
綾
子
さ
ん
。
初
め
て

の
農
村
生
活
に
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
る
。

　
京
都
大
学
農
学
部
森
林
科
学
科
を

休
学
し
て
の
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
が
進

路
に
向
け
て
活
動
を
始
め
た
昨
年
。

堀
井
さ
ん
は
自
分
の
進
む
道
を
決
め

き
れ
ず
、
一
歩
踏
み
切
れ
な
い
で
い

た
。
「
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
よ
り
は
、

農
業
の
現
場
に
飛
び
込
ん
で
考
え
て

み
た
い
」
と
協
力
隊
に
応
募
。
故
郷

の
京
都
と
は
違
う
自
然
や
生
活
環
境

の
中
で
農
作
業
が
体
験
で
き
る
所
と
、

遠
野
を
活
動
の
場
に
選
ん
だ
。

　
京
都
を
出
発
し
た
と
き
に
満
開

だ
っ
た
桜
は
、
遠
野
で
は
１
カ
月
後

に
よ
う
や
く
満
開
に
。
故
郷
と
の
距

離
の
遠
さ
を
実
感
す
る
一
方
で
、
毎

日
の
よ
う
に
近
所
の
人
た
ち
が
声
を

掛
け
て
く
れ
た
り
、
手
料
理
を
ご
ち

そ
う
に
な
っ
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
感

じ
た
こ
と
の
な
い
隣
近
所
と
の
つ
な

が
り
の
近
さ
も
実
感
し
て
い
る
。

　
田
植
え
や
牛
の
世
話
な
ど
に
も
汗

を
流
す
毎
日
。
「
作
業
や
農
家
の

方
々
と
の
会
話
か
ら
は
、
机
の
上
で

は
得
ら
れ
な
い
実
情
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
ね
」
と
活
動
に
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
。

　「
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

や
る
」
が
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
。
中
学
、

大
学
時
代
に
腕
を
磨
い
た
テ
ニ
ス
の

技
術
を
生
か
し
、
中
学
生
へ
の
指
導

や
、
趣
味
の
お
菓
子
作
り
を
生
か
し

た
い
と
、
郷
土
料
理
作
り
に
も
参
加

す
る
予
定
だ
。「
１
年
間
で
自
立
し

た
力
を
身
に
付
け
、
教
え
て
も
ら
う

だ
け
で
な
く
、
わ
た
し
も
何
か
を
お

返
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

話
す
堀
井
さ
ん
。
自
分
探
し
の
活
動

は
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
。

２２

１
年
間
の
農
村
生
活
を
通
じ

自
立
力
を
身
に
付
け
た
い
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滑滑滑　Close-upクローズアップ
 旬な人を紹介

風
人の

５月には初めての田植えにも挑戦した堀井綾子さん

脅緑のふるさと協力隊

ＮＰＯ法人地球緑化セン

ター（東京都）が実施する

人材派遣制度。山村に興

味を持つ若者を地方自治

体に１年間派遣して、さ

まざまな体験を行う

　越年生草本で、道端、田畑など

至る所で見られます。高さは２０～

３０cmで、葉の先は丸みがあり、

茎、葉ともに白く柔らかい毛で覆

われています。別名｢ホオコグ

サ」「オギョウ｣とも呼ばれ、春の

七草の一つです。

ハハコグサ
キク科

シリーズ

野の草木
文・写真/青柳恵之

２８
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小向 正  幸 さん
まさ ゆき

　７５歳・上郷町
　農林業に従事する傍ら、地

域の生産森林組合設立に尽力。

上郷生産森林組合長や遠野地

方森林組合理事などを歴任し、

森林保全や林業振興に大きく

貢献しました。

一般男子個人組手　佐々木 優  太 さん
ゆう た

 　　　　　　　　　   （１８歳・松崎町）

高校女子個人組手　佐々木 楓 さん
かえで

 　　　　　　　　　   （釜石商工高３年）

兄弟そろっての優勝、楓さんは３連覇を達成

優勝県空手道選手権

国土緑化推進機構理事長賞

緑化功労者表彰

高校男子団体　遠野高Ｄ

(写真右から菊池 大 さん、
だい

菊池 豊  寿 さん、
とよ ひさ

小松 謙  太 さん、ともに２年）
けん た

同個人　菊池大さん

一般男子個人　菊池 啓  樹 さん
けい き

　　　　　　　 （２９歳・青笹町）

優勝県弓道釜石大会

光る活躍、輝く成績
それぞれの分野で長きにわたる功績が認められ、栄えある栄誉に輝いた方々と、

日ごろの努力を実らせ、活躍した皆さんを紹介します。

（４月２９日、釜石市民体育館）

（５月９日、県営武道館）

 正  木  等 さん
まさ き ひとし

　７２歳・東上組町
仁田 順  宜 さん

まさ のり

　８３歳・附馬牛町
佐々木 五  郎 さん

ご ろう

８０歳・宮守町鱒沢

　昭和３６年に釜石市役所に奉

職後、議会事務局長や総務企

画部長などを歴任。平成８年

から１４年までは収入役、１４年

から１５年までは助役を務め、

釜石市の発展に貢献しました。

　昭和２２年に附馬牛消防団に

入団後、班長、部長、第４分

団副分団長を歴任するなど、

３５年間消防業務に精励。消火

栓の設置促進や婦人消防協力

隊の結成に尽力しました。

　昭和１９年に国鉄に入社後、

黒沢尻保線区を皮切りに４１年

間にわたり保線業務に従事。

東北本線の複線電化などに尽

力し、昭和５７年から６０年まで

は八戸保線区長を務めました。
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